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国内初の地熱発電所「松川地熱発電所」が運転を開始して、本年で 50 年を迎えます。その
節目の年に、松川地熱発電所が立地する八幡平市において、「地熱シンポジウム in 八幡平」を
開催できたことを意義深く感じます。

独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構（JOGMEC）が、地熱資源開発に係る支援
をはじめて 4 年が経ちます。その間に 50 件以上の調査案件が立ち上がりました。その中には
松川地熱発電所が立地する八幡平市の案件も 2 件含まれ、全国で新規の地熱開発に向けた準
備が順調に進んでいます。今後も JOGMEC は秩序ある地熱開発に向けて、地方自治体、地域
の皆さま、事業者の方々と連携して、精一杯汗をかいていく所存です。

地熱シンポジウムでは、松川地熱発電所が運転を開始した 10 月 8 日を「地熱発電の日」と
して制定するセレモニーのほか、松川地熱発電所の歴史を振り返りながら、これからの地熱
発電と地域の共生のあり方について、地元の皆さまとともに討議いたします。今回のシンポ
ジウムで得られた実り多き成果を、今後の地熱開発の推進に役立てていきたいと考えてい
ます。

独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構（JOGMEC）理事長
黒木 啓介

八幡平市は、旧松尾村、旧安代町、旧西根町の 3 町村が合併して、平成 17（2005）年 9 月
1 日に誕生しました。誕生した当初から「農（みのり）と輝（ひかり）の大地」を作り上げて
いくことをテーマに、「農（みのり）」が意味する農業と、「輝（ひかり）」が意味する観光や
商工業を中心として、市民生活の向上に努めてきました。

恵まれた自然環境から地熱や水力などの自然エネルギーの供給地である八幡平市は、自然
エネルギーのさらなる推進に向けて、平成 20（2008）年に「エネルギービジョン」を策定し、
CO2 削減に取り組んできました。現在では、八幡平市の主力産業のひとつである「りんどう」
の培養育苗生産施設に、全国に先駆けて雪を利用した冷房システムを導入しています。また
新たな小水力発電や地熱発電の建設に向けた取り組みを、関係者の皆さんとともに進めてい
ます。

今年は松川地熱発電所運転開始 50 周年、十和田八幡平国立公園の八幡平地域が国立公園
の指定を受けてから 60 周年、さらに第 71 回国民体育大会「2016 希望郷いわて国体」が開
催される節目の年でもあります。この節目に地熱シンポジウムを八幡平市で開催できたこと
を大変喜ばしく思います。

八幡平市 市長
田村 正彦
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「地熱シンポジウム in 八幡平」開催概要

国内初の地熱発電所「松川地熱発電所」が運転開始から 50 年を迎える本年。その節目として、松川地熱発

電所が立地する八幡平市にて、「地熱シンポジウム in 八幡平」を開催いたしました。

これまでの八幡平市の地熱開発と地域の歴史を振り返りつつ、それを踏まえた地熱開発と地域の将来につ

いて展望しました。本冊子ではシンポジウムの内容について紹介します。

「地熱シンポジウム in 八幡平」プログラム［2016 年 9 月 16 日］

第 1 部 （14:00～14:47）
・ご来賓挨拶      ：超党派地熱発電普及推進議員連盟共同代表  増子 輝彦、
                        超党派地熱発電普及推進議員連盟幹事長  林 幹雄、
                        岩手県知事 達増 拓也、資源エネルギー庁資源・燃料部長  山下 隆一
・「地熱発電の日」制定セレモニー ：(一社)日本記念日協会代表理事  加瀬 清志、日本地熱協会会長  後藤 弘樹、俳優  紺野 美沙子

第 2 部 （15:05～15:55）
・基調講演         ：元日本重化学工業(株)地熱事業部長 理学博士  佐藤 浩
・トークセッション ：八幡平市長  田村 正彦、俳優  紺野 美沙子、岩手県出身・ローカルタレント  ふじポン、
                        東北自然エネルギー(株)社長  阿部 聡、八幡平リゾートホテル総支配人  鳥海 良信、
                        企業組合八幡平地熱活用プロジェクト理事長  船橋 慶延

第 3 部 （16:05～17:00）
・市民討論会の報告会 ：八幡平市の皆さん、コミュニティデザイナー  山崎 亮
・パネルディスカッション ：八幡平市長  田村 正彦、俳優  紺野 美沙子、コミュニティデザイナー  山崎 亮、
                        東北自然エネルギー(株)社長  阿部 聡、八幡平リゾートホテル総支配人  鳥海 良信、
                        企業組合八幡平地熱活用プロジェクト理事長  船橋 慶延

◆ 主 催        独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構（JOGMEC）、八幡平市
◆ 後 援        資源エネルギー庁、農林水産省、環境省、岩手県、日本地熱協会、(一社) 資源・素材学会、
                  日本地熱学会、（株) 岩手日報社

「地熱シンポジウム in 八幡平」開催のポイント

● 日本の地熱発電の歴史 50 年を記念し、 日本初の地熱発電所「松川地熱発電所」が位置する八幡平市で開催
    ─ 松川地熱発電所は 2016 年 8 月に、日本機械学会より「機械遺産」に認定されました。

● シンポジウムにおいて「地熱発電の日」制定セレモニーを開催
    ─ 松川地熱発電所が初めて稼働した 10 月 8 日を「地熱発電の日」として制定。

● 地熱開発と地域の歴史を振り返りつつ、地熱開発と地域の共生について学習

● 八幡平市内の地熱事業者、熱利用事業者、学生など市民の皆さんが、地熱の利活用も含めた地域課題の解決策
    を熱く議論

松川地熱発電所と八幡平市について
「松川地熱発電所」は、日本重化学工業の前身・東化工が建設した日本初の商業用地熱発電所。昭和 41（1966）年に運転を開
始しました。それ以降、八幡平地域では松川地熱発電所からの熱水供給により、観光や農業などの産業活性を図ってきました。
近年では八幡平市に移住した人を含めて、若手を中心とした農業の再生活動などの取り組みが活発となり、大手コンビニエン
スストアチェーンとの協定を締結するなど、独自の地域創生モデルをつくりだしています。
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Chapter 1　松川地熱発電所運転開始 50 周年を迎えて

超党派地熱発電普及推進議員連盟共同代表  増子 輝彦 氏
「地熱発電の日」として制定された 10 月 8 日は、私の誕生日でもあります。私として

も、すばらしい誕生日プレゼントを一足早く頂戴したように感じ、うれしい限りです。
また、シンポジウムがはじまる前に、展示会を拝見させていただきましたが、数多

くの地元の中学生の皆さんが見学されていました。彼らと会話しているうちに、本日
は素晴らしいシンポジウムになると心から感じました。

超党派地熱発電普及推進議員連盟は、日本のベースロード電源である地熱発電の発
展のために、さまざまな活動を行ってきました。松川地熱発電所は運転開始から 50 年を迎えましたが、私が
昨年視察に赴いた世界最古の地熱発電所があるイタリアのラルデレロでは、第 2 次世界大戦で一時中断した
ものの、大正 2（1913）年から商業発電を続けています。これらのことは地熱発電がすばらしい持続可能な
エネルギーであることを証明しています。今後も再生可能エネルギーのチャンピオンともいえる地熱発電を
通じて、自然との共生、地域の経済、雇用などを推進するため、地熱発電の普及に努めてまいります。

超党派地熱発電普及推進議員連盟幹事長  林 幹雄 氏
地熱発電は、稼働までに非常に時間を要することから、リスクを抱えながら開発し

なくてはなりません。超党派地熱発電普及推進議員連盟は平成 23（2011）年にスタ
ートして以降、開発期間の短縮やリスク低減に取り組んでまいりました。さらに経済
産業大臣就任時には、調査予算の増額、固定価格買取制度の見直しに取り組みました。
経済産業省は 2030 年度までに地熱発電を 100 万 kW 拡大させる目標を掲げていま
す。そうしたなかにおいて、地域と共生してきた松川地熱発電所は、これからの地熱
発電所のあり方を示していると思います。

岩手県知事  達増 拓也 氏
地熱県いわてを代表する“地熱の里・八幡平市“で地熱シンポジウムが開かれるこ

とを心から歓迎いたします。岩手県では東日本大震災から 5 年が経った今年を「本格
復興完遂年」として位置づけ、全力で復興に取り組んでいるところです。地熱をはじ
めとする再生可能エネルギーの資源量が豊富な岩手県では、再生可能エネルギーに大
きな期待をかけています。今後も地域の資源が有効に活用できるよう、引き続き積極
的に取り組んでいきたいと考えています。

資源エネルギー庁 資源・燃料部長  山下 隆一 氏
地熱資源は純国産のエネルギーであることに加えて、数多くの火山を有する我が国

の資源量は世界第 3 位を誇っています。これをうまく使わない手はありません。先ほ
ど「松川地熱発電所」を視察させていただきましたが、地元に根付いて 50 年間も働
き続けてきた存在は大変すばらしいと実感しました。松川地熱発電所のような存在が
日本各地に広がるよう、資源エネルギー庁も積極的な取り組みを行っていきたいと考
えています。

「地熱シンポジウム in 八幡平」には、ご挨拶をいただいた皆さまのほか、超党派地熱発電普及推進議員連盟
副幹事長の富田茂之、同連盟事務局長の𠮷川貴盛、同連盟の長浜博行、宮内秀樹の各氏、そして参議院議員の
石井苗子氏が来賓として出席されました。

来賓の皆さまのご挨拶
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Chapter 1　松川地熱発電所運転開始 50 周年を迎えて

日本記念日協会代表理事の加瀬氏は「地熱発電がは
じまった昭和 41（1966）年の 6 月 29 日にビートルズ
が来日しました。その日は『ビートルズの日』として
登録されていますが、それから 50 年という長い時を
経て、再生可能エネルギーの記念日ができたことは、
協会としても喜ばしいことです。日本の経済や社会に
とってメリットになると思います」と語り、日本地熱
協会会長の後藤氏に記念日登録証を贈呈しました。

贈呈を受けた後藤氏は「これからは『地熱発電の
日』を大いに活用させていただき、国民の皆さまに

地熱発電をご理解いただくことに努めてまいりたい
と考えています」と抱負を述べました。

さらにその後、俳優の紺野美沙子氏から後藤氏に
お祝いの花束がプレゼントされました。そして、
紺野氏より「『地熱発電の日』登録、おめでとうござ
います。日頃エネルギーの恩恵を受けている私たち
一人ひとりが、未来のエネルギーについて思いをは
せる日になれるとよいですね。これからの地熱発電
の輝かしい未来に心から期待しています」とお祝い
のメッセージをいただきました。

「地熱発電の日」制定セレモニー
JOGMEC、日本地熱協会、電気事業連合会では、日本の地熱発電の 50 年の節目を迎えるにあたり、松川地熱発電所が

運転を開始した 10 月 8 日を「地熱発電の日」とすることを、(一社)日本記念日協会に申請し、記念日として正式登録され
ました。これを記念してシンポジウムでは「地熱発電の日」制定セレモニーが行われました。

加瀬氏（左）から登録証贈呈を受ける後藤氏（右） 後藤氏（中）を囲んだ記念写真（左は加瀬氏、右は紺野氏）

八幡平市における地熱開発の歴史と地域共生

松川地熱発電所開発のきっかけは昭和 27（1962）年、温泉採掘のために行
った調査により、松川で大量の蒸気の噴出が確認されたことでした。これに注
目した当時の松尾村村長・沼田宗一氏は、蒸気を利用した地熱発電の開発を
模索します。これに前後して地熱開発に乗り出していた東化工（現・日本重化
学工業）も松川の蒸気にたどり着き、地熱開発がはじまります。そして昭和 41

（1966）年、世界で 4 番目となる地熱発電所が誕生しました。
松川地熱発電所は電気をつくるだけではなく、運転開始当初から地域に蒸

気を供給、その蒸気は給湯や暖房、融雪に利用されてきました。そして蒸気か
らつくった温泉水の供給も開始され、昭和 49（1974）年に八幡平温泉郷が落
成しました。さらに昭和 55（1980）年には農業用ハウスへの温水供給もはじ
まります。農業用ハウスは一時、農業者の高齢化や後継者不足で利用が停滞し
たものの、現在では若手農業者に見直されています。

地熱発電と地域の共存を目指してきた八幡平市──その歴史は地熱開発を
通じた地域活性化の成功例のひとつといえるでしょう。

運転開始当時の松川地熱発電所の冷却塔

運転開始当時の松川地熱発電所の内部



5

Chapter 2　八幡平市と地熱発電のこれまでの 50 年

基調講演「松川地熱発電所運転開始 50 年を振り返って」
元日本重化学工業(株)地熱事業部長 理学博士  佐藤 浩 氏

私は松川地熱発電所の開発に携わってきました。
その松川地熱発電所の開発がはじまった経緯にポイ
ントをおいて、お話をさせていただきます。

● 行政と企業が一体となり地熱開発がスタート

松川の地熱開発のはじまりには、2 つのきっかけ
がありました。そのひとつが、安価な電気を求めて水
力発電所まで開発した東化工（現・日本重化学工業）
の社長・富岡重憲氏が昭和 25（1950）年頃、佐藤工
業の佐藤助九郎氏と意見交換をしたことでした。世
界最古の地熱発電所があるイタリアのラルデレロを
視察した佐藤氏から地熱発電の話を聞いた富岡氏
は、その後地熱開発に乗り出すことを決めたのです。

そしてもうひとつが、旧松尾村が昭和 27（1962）
年に温泉開発を目的に井戸を掘った結果、蒸気ばか
りが大量に噴出したため、それを活かす方法につい
て、当時の通商産業省の研究機関「工業技術院」に相
談したことです。

これを受けて、工業技術院が地熱開発の可能性を
探る調査を行うと、それを知った東化工が協力を申
し出ました。その結果、昭和 32（1957）年に松尾村、
工業技術院、東化工が一体となり、地熱開発を進める
ことが決まりました。

● 厳しい環境下で進んだ地熱開発

地熱開発に向けた本格的な調査がはじまると、松
川の現場には予想以上に大変なことが待ち受けてい
ました。当時の現場スタッフに一番つらいことを聞
くと、異口同音にあげたのが「越冬」です。調査現場
までの道のりは、冬場は通行することが難しい悪路
であったため、冬は現場に泊まらざるを得ません。

右上に当時の写真がありますが、これはまだ積雪
が少ないほうで、吹雪になると一歩も前に進むこと
ができない状態になります。数ヶ月間こもっていな
ければならないため、特に夜を過ごすのが大変で、麻
雀や卓球、飲食が数少ない楽しみでした。さらに当時
は電話がつながりにくく、つながるまで 2～3 時間待
つことも珍しくありません。このような厳しい環境
のもとで地熱開発は進んでいきました。

● 1 年間かけて井戸の掘削に成功

地熱発電所の外観は火力発電所とほとんど変わり
ませんが、その違いは地下にあります。火力発電所の
ボイラーにあたるのが「地熱貯留層」です。これは地
下深くにあるマグマ溜まりの熱で加熱された熱水や
蒸気がたまった岩盤の隙間です。ここに井戸を掘り、
高温・高圧の蒸気を取り出して発電します。

松川の地熱開発で困難を極めたことが、この地熱
貯留層に井戸を掘削することでした。地熱貯留層に
はどこを掘っても到達できるものではありません。
まず熱水や蒸気がたまる自然の隙間があり、その上
をフタする地層がないと、高温・高圧の蒸気を取り
出すことができないのです。私はこの地熱貯留層の
探査を担当しました。

試錐 1号（164m）m/M
試錐 2号（159m）m/M

年号 経過 調査 坑井 富岡社長の行動

昭 25
(1950)
頃

昭 27
(1952)
昭 28
(1953)
昭 29
(1954)

昭 31
(1956)

昭 32
(1957)

昭 34
(1959)

地質 G 中村進氏に工業技術院との
接触を命じ、松川の情報を得る

第
一
期

第
二
期

「松川地熱発電所」運転開始までの経過表（その 1）

記号　G：工業技術院　J：東化工　m：松尾鉱山　M：松尾村

水力発電に代わり地熱発電に
ついて、イタリアで地熱発電
を視察した佐藤工業の
佐藤助九郎氏と意見交換

松尾村が観光開発のため
松川地域で温泉掘削開始
工業技術院が松川地域の
予察調査実施

工業技術院が地熱開発を
対象とした調査開始

試錐 3号（327m）m/M
試錐 4号（89m）m/M

工業技術院と東化工が
共同で開発することを
申し入れ

試錐 5号（57m）m/M
試錐 6号（206m）m/M

松尾村と地熱開発につい
ての契約書締結
工業技術院との共同研究
契約締結
岩手県や青森営林局に
協力依頼する

地質G

地形 G
地質 G
電気 G
弾性波G

昭 30
(1955)

昭 33
(1958)

森芳太郎氏、片桐邦雄氏に
松川常駐を命じる（6～8月）試錐 7号（223m）J
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最初に掘った 300m から 600m 級の井戸はすべ
て不成功に終わりました。井戸を掘ると蒸気は出る
のですが、すぐに枯渇してしまいます。井戸が地熱貯
留層まで到達できていなかったのです。そこでもっ
と深い 1,000m まで井戸を掘ることにしました。
1,000m 級の井戸を掘るのは、技術的にも大変でし
たが、工業技術院との協力を深め、昭和 39（1964）
年に 1 年がかりで井戸の掘削に成功しました。

上の右側の写真が 1,000m 級の井戸から蒸気が噴
出している様子です。ただし現在は探査手法が進歩
したことから、このように蒸気を直接噴出させるこ
とはありません。左上は不成功に終わった井戸の写
真です。蒸気の勢いが乏しいことがわかります。左下
に私の写真もありますが、当時は地熱貯留層を探す
ために、年間 150 日くらい山を 1 日中歩きました。

● トラブル続きから安定した発電に

松川地熱発電所は昭和 41（1966）年に認可最大出
力 9,500kW で運転を開始しました。しかしその当初
はトラブルが相次ぎました。運転開始後まもなく、井
戸から岩粉が噴出したため、蒸気を回して発電する

＊写真は伊藤栄氏より提供

AR-1 井の
噴気状況
（1960 年）

M-1 井の噴気状況（1964 年）

松川周辺
調査中の私
（1970 年）

タービンの羽が破損してしまいました。そして新し
く掘った井戸が不成功に終わることもありました。
私は地熱貯留層を探査する役割だったため、井戸を
掘っても蒸気が出ないと非常に厳しい立場に追い込
まれたものです。しかし昭和 43（1968）年に井戸の
掘削に成功し、松川地熱発電所は認可最大出力
20,000kW に増加しました。さらに昭和 45（1970）
年にも井戸の掘削に成功し、出力を安定することが
できました。昭和天皇・皇后両陛下が松川地熱発電
所のご視察に訪れたのは、そのすぐ後のことでした。

松川地熱発電所では地元への貢献として、蒸気そ
のものや蒸気からつくった温泉水を供給し、それら
は地域の温泉施設や農業用ハウスなどで利用されて
います。その中でも、蒸気に含まれる硫化水素を利用
した「地熱染め」は大変美しく独特な染め物で、女性
に人気があります。

● 地熱発電の成果は CO2 削減と経済効果

松川地熱発電所の 50 年の成果として、CO2 削減
とともにあげられるのが経済効果です。地熱発電は
純国産エネルギーです。松川地熱発電所の認可最大
出力は現在 23,500kW ですが、それを石油で維持す
る場合には、1 年間に 200 リットルのドラム缶 14
万本が必要で、金額にするとおおよそ 20 億円程度に
のぼります。それを 50 年間続けていることから約
1000 億円の節約により、貿易収支にも大きく貢献し
ています。私はこの点が地熱発電の魅力のひとつだ
と考えています。

地熱資源は世界の国々で賢く使われています、例
えばインドネシアは石油や LNG を輸出して、国内は
地熱でまかなうという考え方が取られています。ま
たメキシコでは米国との国境付近で地熱発電を行
い、そのエネルギーを米国に輸出しています。

● さらなる地熱資源の有効活用に向けて

地熱資源は九州、北海道、ここ東北が飛び抜けて多
いと考えられています。そのなかでも八幡平市の地
熱資源は豊富で、現在 2 ヶ所で新たな地熱開発が進
められています。そしてその他にも可能性のある地
域があります。地熱発電の 50 年を支えてきた八幡平
市は、これからの地熱発電にとってさらに重要な存
在になることでしょう。

不況到来により、社内で地熱をめぐり
賛否百出したが、これを乗り越えた

工業技術院から
応用研究補助金を
受け、調査井の
掘削を開始する

試錐（79m;51m）G/M
試錐 GS-1（214m）J/G
調査井 AR-1（325m）J
調査井 BR-1（450m）J

M-1 の蒸気量
60t/h の成功で
規模を 2万 kW
に変更
パイプライン・
発電所の建設
工事着手、400kW
工事用発電開始
発電所完成
9,500kWで
営業運転開始

M-1 噴気成功
生産井M-2（1,080m）J
生産井M-3（1,207m）J
調査井 T-21（602m）J

年号 経過 調査 坑井 富岡社長の行動

地質 J
電気検層 J
温度検層 J

地熱開発事業費のヒアリングで
工業技術院の中村久由らへ
協力要請（1年がかり）

昭 35
(1960)

昭 36
(1961)

昭 37
(1962)

昭 38
(1963)

昭 39
(1964)

昭 40
(1965)

昭 41
(1966)

調査井 BR-2（571m）J

生産井M-1（945m）
掘削開始 J

地質 J
電気検層 J
温度検層 J

地質 J
電気検層 J
温度検層 J

電気 G

電気 G

起工式挙行

竣工式・祝賀会開催
「仕事はこれからだ」の
名言を残された

第
三
期

第
四
期

「松川地熱発電所」運転開始までの経過表（その 2）
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ふじポン 紺野さんはここ岩手県とご縁があるとう
かがいましたが、どのようなご縁なのですか。

紺野 私の祖母が岩手県の陸前高田市の出身で、い
まも親類が住んでいます。そういったご縁から子ど
もの頃からたびたび岩手県を訪れました。そして俳
優になった後は、仕事で何度も訪れています。

八幡平は温泉が有名なので、シンポジウムが終わ
った後、できたら温泉に行きたいと思って来ました。

田村 八幡平の市内にはいろいろな泉質、効用の温
泉が点在しています。自分の好みの温泉を探してみ
るのも楽しいと思います。

ふじポン 八幡平の市内だけで、いろいろな温泉が
楽しめるのはうらやましいですね。ところで、温泉は
地熱と関係があるのですか。

田村 温泉が沸き出るところに、地熱発電ができる
可能性がある場所があります。温泉と地熱開発の共
生について考えることが、地熱発電の今後の普及の
ための大きなポイントになると思います。

ふじポン 八幡平温泉郷には、松川地熱発電所から温
泉水が送られていると聞きましたが、本当ですか。

田村 その通りです。これは旧松尾村の沼田村長が、
何とか地域のためにエネルギーを活用できないかと
考えたことから実現しました。

八幡平温泉郷がある地域は、冬になると出稼ぎに
行かなければ経済的に成り立たない地域でした。そ
れが温泉郷の完成によって出稼ぎに行かず、家族み
んなで暮らせる環境が整いました。これは大変すば
らしい成果だと思います。

紺野 私はいままでに国連開発計画（UNDP）の親善
大使として、10 の国や地域を訪問しましたが、「雇
用」が大きな問題となっています。この問題は日本国
内にもありますが、特に地方には働く場所が不足し
ていると感じています。いまお話しいただいた八幡

平のケースは、地熱発電ができたことにより、新しい
産業が生まれ、安定して働ける場所ができたという
ことで、今後に向けて大きな希望につながる事例だ
と思いました。

田村 現在も雇用は大きな問題のひとつとしてとら
えています。いかに人や雇用を増やして、若者を地域
に確保できるかということは、いま私たち行政が問
われているとても大きな課題です。それを何とかす
るために、地熱発電や自然エネルギーを雇用に結び
つける新たな施策を検討しています。

紺野 いまの若い人たちの意識はだいぶ変わってい
るので、条件が整えば、自然豊かな場所で子育てした
いという人も増えているのではないでしょうか。

田村 都会と合わないと感じている人は少なくない
と思います。これからも自然豊かな地で生活できる
喜びをお伝えしていきたいと思います。

ふじポン ここまでの話を聞いて、紺野さんはどの
ように感じられましたか。

紺野 先ほどの基調講演のお話も含めてですが、エ
ネルギーを利用する人、作り出す現場で働いている
人、みんなが安心・安全で幸せになれて、そして環境
にもやさしい地熱発電のようなシステムが、これか
らもっと広がるとよいと思いました。

ゲストを交えたトークセッション
松川地熱発電所の 50 年を振り返る基調講演を受けて、これまでの八幡平市と地熱をテーマに、八幡平市長の田村正彦

氏、俳優の紺野美沙子氏、岩手県出身・ローカルタレントのふじポン氏によるトークセッションが行われました。さらに
セッション後半には、地元の地熱発電事業者と地熱を利用されている事業者にも加わっていただきました。
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ふじポン それでは、ここから地元の地熱発電事業
者、熱利用事業者の皆さまを交えて、トークセッショ
ンを進めたいと思います。ご登壇いただきましたお
三方に自己紹介をお願いしたいと思います。

阿部 私ども「東北自然エネルギー」は、東北電力グ
ループにおける再生可能エネルギー発電の中核企業
として昨年、水力、地熱、太陽光、風力の 4 つの会社
を統合して設立された会社です。調査から開発、建
設、そして運転・保守まで一貫して行い、松川地熱発
電所の運転と保守も私どもが担当しています。

鳥海 私が総支配人を務める「八幡平リゾートホテ
ル」は 1979 年に誕生しました。松川地熱発電所から
八幡平温泉郷に温泉水の供給がはじまった後のこと
です。温泉水はやわらかい水質で、ゆっくり何回も入
ることができるとご好評をいただいており、長期滞
在のお客様も増えています。

船橋 私たち「企業組合八幡平地熱活用プロジェク
ト」は、個人 7 名と 1 法人が組合形式で運営していま
す。私は元来馬が大好きで、北海道などで競走馬の育
成に携わってきました。現在はここ八幡平で引退し
た競争馬とともに、地熱を利用した馬ふん堆肥やマ
ッシュルームの生産などを行っています。

ふじポン 先ほど基調講演のなかで、地熱発電を実
現するのは、大変難しいとうかがいました。

阿部 数多くの条件が揃うことが必要となります。
ここ八幡平市にはそうした条件が揃った地域が多い
ので、私たちにとって大変ありがたい地域です。

現在、八幡平市内の安比地域と松尾八幡平地域で、
新たな地熱開発の準備も進んでいます。

ふじポン 船橋理事長はどういう理由で、八幡平に
移住したのですか。

船橋 きっかけは東日本大震災の直後に、八幡平市
内の知り合いの牧場が心配で、連絡したことでした。
大変な状況なので手伝ってくれないかと言われ、そ
の翌年八幡平に移住しました。

近所の皆さまに協力いただきながら、馬の世話を
していると、近くの農家の方に堆肥は馬ふん堆肥が
一番よいと教えていただきました。そこで試しにつ
くってホームセンターに持っていくと好評をいただ
き、本格的に取り組むことにしました。ただし、馬ふ
ん堆肥は発酵温度が 70℃以上になりますが、寒い冬
には温度が上がらず安定発酵ができません。そこで
目を付けたのが、近所の方に教わった「地熱」でした。

そして、馬ふん堆肥と地熱で何かできないかと考
えていたところ、フランスの高級マッシュルーム生
産に馬ふんを含んだ堆肥が使われていることを知
り、マッシュルーム生産をはじめました。

田村 35 年ほど前につくった農業用ハウスは、農業
者の高齢化とともに一時廃れてしまいましたが、こ
れからまた船橋理事長のような新しい世代に活用し
てもらえれば、それが活性化につながるのではない
かと思います。

鳥海 私は若い農業者の方々が増えていると感じて
います。私たちのホテルでは、船橋理事長のマッシュ
ルームをはじめ、地元の農家さんがつくったすてき
な野菜を使わせていただいております。

船橋 私たちのマッシュルームのポイントは生でお
いしく食べられるところです。マッシュルームは足
が早いため、それが逆に八幡平に来ていただくきっ
かけになれればと思っています。

ふじポン ここまでのお話しをうかがって、紺野さ
んはどのように感じられましたか。

紺野 地熱資源を利用したユニークなアイディアが
出てくるので、本当にワクワクしました。

ふじポン それでは、ここでトークセッションを終
了させていただきます。皆さま、ありがとうございま
した。
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八幡平市民による市民討論会の報告会
「地熱シンポジウム in 八幡平」では、若い世代を中心とした八幡平市民による「市民討論会」を行いました。討論のテ

ーマは「25 年後、50 年後に目指したい地熱のある街『八幡平』」。参加されたのは、岩手大学、八幡平市商工会と観光協
会、八幡平市未来への種まきプロジェクト、八幡平市地域おこし協力隊の皆さん、八幡平市内で事業を営む方々など。
ファシリテーターを務めるコミュニティデザイナーの山崎亮氏の進行のもと、A・B の 2 チームに分かれて議論を行い、
その成果を報告いただきました。

私たちは 50 年後の八幡平を「高齢者が住みやすい
街」にしたいと考えました。そこでまず、高齢者が住
みやすい街について、50 年後に高齢者になる大学生
が中心となって考えました。

現在、日頃の生活にかかる負担は、すべてを自分で
担うか、誰かに介護してもらうか、イチかゼロしかあ
りません。この環境を改めて、高齢者がどの程度協力
してもらうか選べるようにできれば、もっと自分ら
しい生き方を楽しめるのではなかと考えました。

そして、これを 50 年後に実現するために「馬いこと

地熱を使うプロジェクト」を展開します。街づくりを
進めるなかで、融雪や暖房、リハビリに利用する温水
プールなどに地熱を活用し、高齢者が住みやすい街
づくりを進めていきます。こうした地熱利用はすで
に行われてきましたが、経済効果を得られていませ
ん。そこで地熱利用によって稼ぐ方法を、25 年後ま
でに研究を進めていきたいと思います。

そして、高齢者が住みやすい街を実現した 50 年後
の八幡平市で、オリンピック・パラリンピックの開
催を目指していきたいと思います。

A チーム「高齢者が住みやすい街『八幡平』」

ファシリテーターとして参加された山崎氏のコメント

高齢者になって介護を受けるようになると、体力が急速に衰えることがあります。自分の身の回りのことをやって
もらえるから、行動する気持ちが起こりづらくなってしまうのではないでしょうか。そうなると体力がさらに衰える
という悪循環に陥ってしまいます。

介護ではなくお手伝い、という考え方があってもよいのではないでしょうか。地熱のエネルギーを少し使いなが
ら、コミュニティのつながりを少し使いながら、馬にも少し手伝ってもらいながら、少しずつ手助けを受けながら、
どれくらい自立して生活していくか、選びながら暮らせる街というのは、ユニークな視点だと思います。もしそうい
うモデルを八幡平市につくることができれば、参考にしたいと思う市町村は日本全国にたくさんあることでしょう。

うま
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B チーム「地熱先進モデル都市『八幡平』」

ファシリテーターとして参加された山崎氏のコメント

地熱の魅力が地元にもまだ伝わっていないというのが、気づきだったと思います。そこでまずは知ってもらうこ
と、情報発信をしっかりやっていこう、みんなで学び合おうということがスタートになりました。地熱をどう使える
のか、多くの人々で考えて実行していく、それがうまくいくと徐々にここに住みたいと思う人たちが増えてくる、海
外からも視察に来る、そういうステップから 50 年後の八幡平を考えていただきました。

これまでの 50 年を振り返ると、50 年の間にいろいろなことができたと感じます。だか
ら次の 50 年もいろいろなことができると思います。50 年後にどのような街になってい
たらよいか、そこから逆算して 25 年くらいでこのくらいのことを実現しておきたい、さ
らには今日から 25 年間どんなことをやっておいたらよいか、という段取りで考えていく
市民討論会を開催しました。今回のシンポジウムをきっかけに、25 年後に向けて、今日
から何かはじめてみようと思えることが、ひとつでも見つかればうれしい限りです。

私たちが議論を進めていくなかで、松川地熱発電
所がある旧松尾村地域の人々は「地熱」に親近感を持
っていますが、それ以外の地域ではあまり浸透して
いないということに気がつきました。そこでまず最
初に、八幡平市民全員が地熱発電について知ってい
る状態を目指すことに決めました。

日頃から地域の人々が集まる「地熱塾」を設立し、
地熱を知るワークショップとともに、情報発信を行
いたいと思います。また地熱と関係する八幡平の見
所などを巡る地熱利用体験ツアーを開催します。

そして 25 年後、地熱利用をベースにした生活や産
業が当たり前となり、それに興味を持った人々を八
幡平にお迎えし、八幡平の自然やここに住む人々の
魅力も知ってもらえる状態にしたいと思います。

最後に、50 年後には「地熱先進モデル都市・八幡
平」として、観光や視察、留学で人が賑わい、この街
の魅力を知った人々が移り住む状態を目指します。　

50 年前から地熱を活用してきた八幡平だからこ
そ、50 年後には地熱先進モデル都市が実現できるの
ではないかと考えました。
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山崎 市民討論会の報告会では、ユニークな提案が
たくさんありました。まずは A チームに参加された
船橋理事長に、参加された感想をうかがいたいと思
います。

船橋 市民討論会に参加して、キーワードとして感
じたのが「健康」と「高齢化」です。日本は高齢化社
会が進んでいますが、50 年後には他の国々でも同じ
ことが起きているかもしれません。そうしたなか、日
本が高齢者の力を生かしていける社会をつくること
ができれば、モデルケースになれると思います。私自
身、もし 50 年後に八幡平市でオリンピックが開催さ
れたら、馬術の選手として出場したいと思います。私
はその頃 80 歳を超えていますが、私自身も元気な高
齢者がいっぱい活躍している社会の実現に向けて、
努力したいと思います。

また市民討論会では、モデルケースの実現に向け
てヒントになる話がたくさん出てきました。いろい
ろな立場の人が集まって話し合うことの重要さを、
改めて学んだ気がします。

山崎 私もおもしろい意見がたくさん出てきたと感
じました。初めて報告を聞いていただいた鳥海総支
配人はどのように感じられましたか。

鳥海 八幡平の宝探しという感じでした。B チーム
の発表に、海外から人を迎えるという話がありまし

たが、それに対応するためには、何かをしたい、食べ
たい、体験したい、誰かに会いたい、に応えていくこ
とが重要になると思います。私たちのホテルでも、冬
にスキーのインストラクターやリフトの整備を行っ
ている山男たちが、ガイドになってお客様のご要望
に応じたご案内を行っています。こうした要望に応
えていくサービスについて、街としてもできること
から育てていけるとよいと思いました。

また、私は長期滞在に向けた魅力づくりを考えて
きましたが、A チームの提案にある温水プールはお
もしろいと思いました。リハビリが温泉とマッチし
ていることから、健康をテーマにしたリゾートづく
りにつなげていくことができるかもしれません。

山崎 私も観光には個々の要望に応えることが重要
だと思います。それでは田村市長、市民報告会の報告
のなかで、市長がやりたいと思っていたことと似て
いると感じたことはありますか。

田村 A チームが目指した「高齢者が住みやすい街」
は、八幡平市の目標のひとつでもあります。非常にユ
ニークなアプローチから、その実現に向けたプロジ
ェクトをお考えいただいたと思います。

また、B チームから提案がありました「地熱先進モ
デル都市」に向けた取り組みも大切だと思います。私
はこれからの観光には、すばらしい温泉や景色だけ
ではなく、知的好奇心も満たす “学ぶ観光” が求めら

パネルディスカッション
市民討論会の報告会を受けて、八幡平市長の田村氏、紺野氏、東北自然エネルギー(株)社長の阿部氏、八幡平リゾート

ホテル総支配人の鳥海氏、企業組合八幡平地熱活用プロジェクト理事長の船橋氏によるパネルディスカッションを行いま
した。報告会のファシリテーターを務めた山崎氏の進行によるディスカッションでは、活発な意見交換が行われました。
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れてくるのではないかと思っています。そうしたニ
ーズに応えていくためにも、地熱は魅力的な資源だ
と考えています。

山崎 観光で何かを学ぶ、体験するといったことは
ものすごく重要です。そしてそのなかでヘルスツー
リズムもポイントになると思います。それらを地熱
でどう盛り上げていけるか、そう考えられるのが八
幡平市の大きな特長だと思います。そしてそれは、八
幡平と松川地熱発電所が 50 年もの間、良好な関係を
築いてきた賜物だと思います。

阿部社長におうかがいします。この関係づくりの
ために重要視された点を教えていただけますか。

阿部 とにかくコミュニケーションです。これまで
私たちがどのようなことを行っているか、環境にど
の程度負荷をかけているのか、そういったことをい
ろいろなかたちで情報提供してきました。

これからも皆さまに知っていただく努力を続け、
地域と一体となって共存してきた関係を続けていき
たいと思います

山崎 B チームが市民レベルで情報発信を積極的に
やっていこうという話が出ましたが、事業者レベル
ではすでにしっかりと行われていたということです
ね。紺野さん、いままでのお話を聞いてきた感想をい
ただけますか。

紺野 私は温泉が大好きですし、おいしいものを食
べることも大好きです。八幡平のそうした魅力の根
底に地熱発電と、地熱と地域の人々のつながりがあ
ることは大変すばらしいと思いました。

先日、国連開発計画（UNDP）の親善大使として、

アフリカのケニアに訪れましたが、ケニアでも日本
がかかわって地熱発電に大いに力を入れ、期待され
ているという話を聞きました。地熱は日本だけでは
なく、世界でもこれからが楽しみな存在になるので
はないでしょうか。

山崎 それでは、本日の朝にはじまった市民討論会
からご参加いただいた船橋知事長に、今日一日の感
想をいただきたいと思います。

船橋 これからの 50 年のキーワードは「循環」と「持
続可能（サステイナブル）」だと感じました。この二
つを満たしている地熱発電が、八幡平で 50 年も前か
ら続いているということは本当にすごいことだと思
います。次の 50 年に向けて、循環と持続可能は世界
的にもより強く求められてくると思います。八幡平
市が循環と持続可能を満たすモデルエリアになれれ
ば、より多くの人々が集まってくるのではないでし
ょうか。

山崎 これまでの 50 年、例えば野菜や果物は、形が
揃っているか、値段は安いか、ということが、消費者
が購入する際の選択のポイントでした。しかしこれ
からは、どのようにつくっているか、どのようなエネ
ルギーを使っているのか、そうした背景も選択のポ
イントになってきます。それは観光でも同じです。地
熱エネルギーを用いて、地球に負荷を与えないでつ
くっている──そうしたことが求められてくるので
はないかと思います。

それでは、これでパネルディスカッションを終了
させていただきます。皆さま、貴重なご意見をいただ
き、誠にありがとうございました。
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地熱シンポジウム in 八幡平の「展示会」
「地熱シンポジウム in 八幡平」では、地熱発電と地熱を利用した商品づくりを紹介する展示会を開催しました。地

熱発電の仕組みを説明する模型やパネルの展示のほか、八幡平市で地熱を利用してつくられているマッシュルーム
の試食や、地熱発電に使われる蒸気を利用した「地熱染め」を施した衣服や小物などが展示されたほか、お隣・秋田
県の湯沢市で地熱を利用して栽培されたトマトなども紹介されました。展示会場は地元の中学生をはじめとする多
くの来場者で賑わいました。

地熱発電の仕組みを学ぶ地元の中学生たち 来場者で賑わう展示ブース

八幡平マッシュルーム 地熱染めの色彩 湯沢市のトマト

地熱シンポジウム in 八幡平に参加された皆さま
前列（着席）左から
① 超党派地熱発電普及推進議員連盟  宮内 秀樹 氏 
② 超党派地熱発電普及推進議員連盟事務局長
     𠮷川 貴盛 氏
③ 超党派地熱発電普及推進議員連盟幹事長
     林 幹雄 氏
④ コミュニティデザイナー  山崎 亮 氏
⑤ 俳優  紺野 美沙子 氏
⑥ 元日本重化学工業株式会社地熱事業部長
     理学博士  佐藤 浩 氏
⑦ 岩手県知事  達増 拓也 氏
⑧ 超党派地熱発電普及推進議員連盟共同代表
     増子 輝彦 氏
⑨ 超党派地熱発電普及推進議員連盟副幹事長
     富田 茂之 氏
⑩ 超党派地熱発電普及推進議員連盟  長浜 博行 氏
⑪ 参議院議員  石井 苗子 氏

① ②　　　③　　　④　 　⑤　　　⑥　　  ⑦　　　⑧　　　⑨　　  ⑩　 　⑪



八幡平市の松川地熱発電所を視察した「地熱見学会」
「地熱シンポジウム in 八幡平」が開催される直前の 9 月 16 日の午前、シンポジウムに来賓として参加された超党

派地熱発電普及推進議員連盟の方々などを招き、「地熱見学会」が開催されました。日本で初めて地熱発電を開始し
た松川地熱発電所の発電所本館のほか、シンボリックなデザインの冷却塔、蒸気が沸き立つ蒸気弁などを視察されま
した。この地熱見学会の模様についてご紹介します。

豊かな自然が広がる「十和田八幡平国立公園」の中に
建設された「松川地熱発電所」は、岩手山や八幡平の火
山に囲まれたなかで、50 年間運転を続けてきました。現
在は東北電力グループの再生可能エネルギーの中核会
社である東北自然エネルギーが運転を行っています。

松川地熱発電所は、噴出する地熱流体が天然の乾燥蒸
気のみであるため、その蒸気で直接タービンを回し電気
を作る「ドライスチーム方式」が採用された国内唯一の
地熱発電所です。認可最大出力は、運転開始当時の昭和
41（1966）年は 9,500kW でしたが、その後開発を重ね、

翌年には 12,500kW、さらに平成 5（1993）年には
23,500kW に至りました。平成 17（2005）年以降は、発
電所から約 50km 離れた雫石町の事業所から 24 時間
体制の監視のもと、運転を行っています。

これらの説明を受けて、地熱見学会に参加した超党派
地熱発電普及推進議員連盟共同代表の増子輝彦氏は、

「この視察を今後にしっかりと活かしていきたいと思い
ます。これからも皆さまと連携をしながら一生懸命、地
熱発電の推進のためにがんばってまいりますので、よろ
しくお願いいたします」と所見を述べました。

地熱見学会の参加者と松川地熱発電所の冷却塔 松川地熱発電所本館を視察する増子氏

また、「地熱シンポジウム in 八幡平」が開催された翌 17 日、一般の参加者を対象とした「地熱見学会」が開催さ
れました。松川地熱発電所のほか、厳冬期に松川地熱発電所からの熱供給によってピーマンを生産し、市内の温泉熱
を熱源とした馬ふん堆肥とマッシュルームの生産を行っている「ジオファーム八幡平」、松尾八幡平地域で地熱発電
所の建設準備を進める「岩手地熱」の開発地点などが見学されました。

ジオファーム八幡平の馬ふん堆肥製造施設において
地熱利用と馬ふん堆肥のメリットを紹介する船橋氏

岩手地熱の生産基地で、発電所の建設計画と
新規地熱開発地点の特徴について説明を行う高橋氏

Chapter 3　八幡平市と地熱資源活用の今後に向けて
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